令和７年度　芸北中学校　学校評価自己評価表（最終）
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	評価
	コメント

	健やかな体
	たくましく生きていくために必要な体力と精神力を持った生徒の育成
	・体力テストの課題を克服（脚力の向上）
	・保健体育の授業、学校行事、部活動で課題克服のための共通した手立てを行う。特に持久力に焦点をあて全校アップをとりくむ。
	・全学年の体力テストの総合評価の割合
	総合評価ＡＢの割合を50％以上
	48.4％
	96.8％
	48.4％
	96.8％
	３
	体力テスト結果の向上は見られなかったが、全校生徒が積極的に運動に親しむ等、意識の高まりは見られた。
	引き続き、全校アップを継続していき、生徒一人一人の体力・運動能力の向上を目指していく。
	Ａ
	駅伝を中心にして教員も生徒と共に活動し、適切に体力向上に努めている。

	
	
	・基本的生活習慣の徹底
	・生活リズムや睡眠・学習時間と深くかかわる「メディアコントロールの力」をつける指導に取組む。
	・「インターネットやオンラインゲームの使い方についてルールを決めている」と回答した割合
（生徒アンケート）
	75%
	72％
	96％
	67%
	89%
	３
	ルールがある人の１００%が「ルールを守っている」と回答（11月）している。ルール作りをしていない家庭へどう課題意識をもってもらうかが鍵になると考える。
	「メディアコントロール週間」中，約8割の生徒が「メディアコントロールが「できた」しコントロールすることで生活や健康面に良い影響が「あった」と感じ，9割以上が「今後も上手にコントロールしようと思う」と答えている。今後につなげる。
	Ａ
	スマートフォン等は利便性の高い機器だが、その危険性や利用規範について継続して指導をお願いする。

	豊かな心
	自他ともに認め合う生徒の育成
ふるさとを愛する生徒の育成
	・自他ともに認め合い、自己有用感を高める。
	・生徒会目標と連動した場に応じた挨拶の指導
	・「自ら進んであいさつをしている（同級生や先輩・後輩、先生、地域の人）」と回答した割合
（生徒アンケート）
	80%
	100％
	125％
	100％
	125％
	４
	挨拶の定着が見られる。今後は、状況に応じた適切な挨拶や、相手への配慮を意識した挨拶を促すとともに、授業場面では「先言後礼」の実践を徹底していく。
	生徒会主導の「あいさつチェック」新しい取組を通して、生徒の挨拶に対する意識向上を図り、継続的に気持ちのよい挨拶が実践される学校づくりを進めていく。
	Ａ

	達成度も高く、次年度に向けて更なる向上や新たな目標設定をすることもお願いする。

	
	
	・ふるさとに誇りと愛着を持った生徒の育成
	・総合的な学習の時間での地域教材や人材を活用した授業実践
・将来の展望を見据えたキャリア教育の実施
	・「芸北が好き」と回答した割合
（生徒アンケート）
	80%
	100％
	125％
	100％
	125％
	４
	総合的な学習の時間を通して、芸北地域のことを教材とすることによって、ふるさとに対する愛着が深まっていると考えられる。
	引き続き、地域との連携を大切にした学習を行いつつ、様々な視点からふるさとについて考えることができる学習活動を行うことで、ふるさとに対する愛着を育成していく。
	Ａ
	芸北地域の関係機関と綿密な連携が図られ、教育内容・活動の充実が図られ、成果を上げている。

	確かな学力
	志を達成するために必要な思考力・判断力・表現力などの確かな学力を身に付けた生徒の育成
	・基礎的・基本的な学力の定着
	・家庭学習の習慣化の徹底
	・「私は家庭学習で学年の目標時間を達成しています」と回答した割合
・定期テスト５教科の平均が30点以下の生徒の割合
	80％

20％以下
	58.0％
中間3.2％
期末6.4％
	72.5％
中間121％
期末117％
	34.5％
中間6.4％
期末6.4％
	43.5％
中間117％
期末117％
	２
	家庭学習時間について目標値を下回り続けている。将来についての見通しが立てられていないこと、勉強ができないことへの焦りがない。
	卒業生の体験談を直接話してもらい、勉強する必要性を見出させる。
学校全体で小テストの実施など、継続した取組を行う。
	Ａ
	基本的な学習習慣の定着は基礎学力の向上に不可欠である。テスト数値目標を明確に設定し取組むと良い。

	
	
	・小規模校ならではの特性を活かす。
	・授業改善を図り、生徒一人一人の学習のつまずきをていねいに指導する。
	・「授業の内容がよく分かる。」と回答した割合（生徒アンケート）

	80%
	93.5％
	116％
	86.2％
	108.7％
	４
	授業形態やICTの活用により、間違えた生徒をすぐ見つけることができ、指導することができたからと考えられる。
	教職員間で参観授業を行い、授業改善を図る。
	Ａ
	掲示物を見ても授業改善に努めていることがよく分かる。取組の継続をお願いする。

	信頼される学校
	生徒の安全・安心を最優先に、保護者・地域から信頼される開かれた学校づくりの推進
	・積極的な学校の情報の発信
	・学校だより等を通じて、生徒の学習活動、学校の様子を積極的に発信する。
	・「学校は、学校の取組･子どもの様子について、情報を提供・発信している。」と回答した割合（保護者アンケート）
	80%以上
	92％
	115％
	100％
	125％
	４
	引き続き、定期的に学校だよりや学年通信を発行してきた。また、年３回の期末PTAを実施し、授業参観や学校や学級の様子を伝える場を確保してきた。
	今後も、定期的な情報発信を行っていく。また、メディアを活用した学校活動の紹介や、生徒発表や学習報告の機会を設定していく。
	Ａ
	定期的な学校だより・学年通信だけではなく、様々な手立てをとおして情報発信に努めている。

	
	
	・地域とのつながりづくり
	・生徒が地域の方々と関わり、地域での行事や活動への参加をすることを促す。
	・「地域の人と関わり、地域の行事に積極的に参加している。」と回答した割合
（生徒アンケート）
	80%以上
	93.3％
	116％
	86.2％
	107.7％
	４
	ふるさと学習を通じて、地域の方々や事業所、関係団体等と関わりを持つことができ、地域の行事や活動への参加の後押しに繋がっている。
	地域の方々を講師に迎えた取組や体験学習等を計画するなどして、生徒の学びが地域の活動に繋がるきっかけを作っていく。
	Ａ
	積極的に外部人材を活用しながら、取組がマンネリ化しないように努めている。


【自己評価の評価規準】　　　　４（達成　100％以上）　３（おおむね達成　80～99％）　２（もう少し　60～79％）　１（できていない　60％未満）
【学校運営協議会の評価基準】  Ａ（評価は適正）　　　　Ｂ（評価は不適正）　　　　Ｃ（わからない）
学校教育目標：大いなる夢と芸北への誇りを持ち、たくましく生き抜く生徒の育成


◎めざす生徒像 …たくましく生きていくために必要な体力と精神力を持った生徒。あいさつを励行し、ふるさとを愛する生徒。確かな学力を身に付け、自ら考え自ら判断し自ら行動できる生徒。


◎めざす教職員像 …自ら学び、確かな授業力を身に付けた教職員。自らの個性を発揮し、新たなことにも積極的に挑戦する教職員。他の教職員と連携・協働し、組織的に職務を遂行する教職員。


◎めざす学校像 …生徒の安全・安心を最優先にする学校。小規模校だからこそできる教育実践を行い、全員が成長する学校。保護者・地域に開かれ、保護者・地域から信頼される学校。








